
活動報告 四季の森公園「自然を訪ねて～昆虫を探そう」 

 

日 時：8月 20 日（日）13：00～15：00 晴れ 

場 所：四季の森公園 はす池周辺ほか 

参加者：一般 14 名（うち子供 4名）、公園職員 1名、JFIK スタッフ 4名 

 

開始時の気温 34℃、湿度 60％という猛暑日でした。クーラーの効いた会議室で 20 分ほどの説明の後、 

野外観察に出かけました。 

 

   

 

 

強烈な日差しとセミの鳴き声が降り注ぐ中、屋外での観察が始まりました。 

  

 北口広場のアキニレでミンミンゼミがお出迎え。カメムシやコガネムシの仲間もいました。 

 

会議室では、今日のサブタイトルともいえる「虫

のしわざ」、すなわち、虫が植物の葉などに残す

食べ痕や住みか、糞など昆虫の痕跡の写真がたく

さん紹介されました。また、午前中に採集してお

いたセミやトンボの幼虫の抜け殻、背中にハート

マークのあるカメムシ、アリそっくりのクモなど

も回覧しました。 

これは、やごの抜け殻。 

コオニヤンマのものと

思われます。1 週間前

に拾っておいたもの。 

 
キマダラカメムシ 

外来種の大きなカメムシで、

近年急速に分布が北上中。 

 



 

 

 

林縁のカラスウリやヤブガラシなどのマント群落では、虫や「虫のしわざ」がたくさん見つかりました。 

   
  クロウリハムシはまあるい食痕を作ります。マメコガネは体長 1ｃｍほどの小さなコガネムシ。 

はす池ではたくさんのトンボが飛んでいました。 

 

枝先にとまっているのはウチワヤンマ、自分の縄張りを 

監視しているそうです。下にいるのはシオカラトンボ。 

 

ほかにも、オオシオカラトンボ、コシアキトンボ、遠くて

よくわからないアカトンボの仲間が見られました。池の反

対側にまわってからはギンヤンマも見られました。 

 

アメンボを捕まえて匂いを嗅いだりもしました。飴のよう

な匂いがしたかは、人それぞれでした。 

 

足元には、コナラの小枝が 

落ちていました。どんぐり 

の殻斗に孔をあけて産卵し、 

葉のついた小枝ごと切り落 

とすハイイロチョッキリの 

「しわざ」です。切り口は 

鋭利な刃物で切ったよう。  



   
ヤブガラシの葉が袋状に巻かれているのはチョウやガの幼虫の巣で、中に糞がありイモムシが入ってい

たりします。少年がそこから落ちた幼虫を葉に乗せようとしていますが･･･。カラスウリの茎の膨らみは

カラスウリクキフクレフシ、中にはウリウロコタマバエの幼虫がいるはずです。 

 

                 

 

  

 

 

 

皆さん帽子かぶって、水をたくさん飲んで、元気いっぱいの観察会でした。 

 

セミの抜け殻が密集してつい 

ています。イモのつるも巻き 

ついていて、このアザミは大 

変な人気者のようです。 

 

  セミの抜け殻の中にある白

い糸みたいなのは、幼虫の呼

吸器の抜け殻だそうです。 

ホオズキカメムシがイヌホ

オズキにたくさんいました。 
北口広場に戻って解散のごあいさつ 


